
柚子の木だより 
 

 

一期一会（いちごいちえ） 
 

「一期一会（いちごいちえ）」という言葉を聞いたこと

はあるでしょうか。一期（いちご）は、人が生まれてから

死ぬまでの一生のことで、一会（いちえ）は一度だけの出

会いや一度きりの機会という意味を表す言葉です。つま

り、どんな出会いや出来事も、もう二度と無いと思って、

相手にも自分にも真心を尽くすべきだという心構えを表

す言葉です。 
 

 この「一期一会」は、元々は茶道の心得から生まれたも

のです。茶会での出会いを二度とない機

会と思って、主人とお客さんが誠意を尽

くして向き合うべきと説いた言葉です。

現代では、茶会のみならず、一生に一度

だけの出会いや機会を大切にしようと

する心構えとして、広く用いられるようになりました。 
 

 皆さんもこれまで生きてきた中で、たくさんの人との

出会い、色々な出来事があったと思います。柚子の木教室

でもたくさんの人と出会い、

色々なできごとがありました。

その柚子の木教室での出会い

も、一緒に遊んだことも、笑った

り泣いたりしたことも、もう二度と同じ瞬間は無いなの

です。私たち職員も皆さんと柚子の木教室で出会い、皆さ

んと一緒に色々な活動を通して、楽しくて嬉しい思い出

がたくさんできました。 
 

柚子の木教室での活動も残り 1 か月になりました。4

月からは、新学期が始まりそれぞれ1学年進級します。

小学6年生は中学校に、中学3年生は高校に進学して新

しい生活が始まります。そして、

そこでも新しい出会いがあり、

色々なことを体験します。そし

て、これから起こる新しい出会

いも、色々な出来事も、すべてが

その時その場だからあることで、二度と無いのです。その

ことを心にとめて、これからの出会いや出来事を大切に

して欲しいと思います。 
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職業体験「豊島区立中央図書館」の感想 

  

〇初めて図書体験をして、ブッカー体験で本をカバー

するのが難しかったけど、しっかりできました。図

書館に行こうと改めて思いました。（中女） 

〇ブックカバー、かけられてよかったです。（中女） 

〇ブッカーかけとリサイクル本のシール貼りをしまし

た。司書の方が丁寧に教えてくださったので、とて

も楽しく作業することができました。司書の方のお

話を聞いて図書館の仕事に興味を持ちました。 

（中女） 

〇シールを貼るのが楽しかった。（小男） 

〇今日は図書体験で、カバーのつけかたや、本をどう

やって並べているかを知れてよかったです。いろい

ろなところも並べてみたいです。（小男）  

〇ブッカーかけの説明がわかりやすくて楽しかった。

（小男） 

〇いろんなことが体験できて楽しかったです。大人に

なったら図書館の店員になりたいです。（小女） 
  

 
柚子の木教室の新年度の開室について  

 柚子の木教室の今年度の開室と新年度の開室は、下記

の通りです。学校と相談して継続となった児童生徒は、

4月６日（月）から通室できます。 
     

記  

１ 今年度 3月25日（水）で活動は終了します。 

２ 新年度 4月 ６日（月）から開室します。 

      活動時間は、9時～15時30分です。 
  
 

柚子の木教室の継続について 
 

3月25日で今年度の柚子の木教室の活動は終了し

全員が退級となります。4月以降も引き続き柚子の木

教室に通うかどうかは、学校と相談して決めることに

なります。学校との相談の結果、継続と決まった場合

は3月末までに柚子の木教室に口頭または電話等で連

絡してください。正式には学校から継続申込書が届き

承認されて柚子の木教室の通級が認められることにな

ります。 
 



 


